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樺i島および富江のボラ敷網漁業

　樺島および富江におけるボラ敷網漁業の歴史は古く，両々では約300年前より行われてきたとされてお

り，ともに九州西海域における著名なボラの産地として知られている．現在行われているボラ敷網漁業につ

いてみると，漁期は例年lq月中旬からll月下旬までの約1ケ月間である．この期間にボラ成熟魚が沿岸に寄

せて来て群をなし，網代（漁場）と呼ばれる特定のいくつかの魚道を通って沖合に去るという現象を繰返す

と言われているが，毎年前漁期になると魚道附近の海面を見渡し得る山上高所の十数所にそれぞれ山見と呼

ぶ魚群の見張り役が立ってボラ群の来遊状況について監視を続け，ボラが集って群をなし，ある網代を通っ

て沖へ出ようとするとき予め出漁待機中の漁船に通報して敷網を下させ，魚群が網の上まで泳いできた時に
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第1図　九州西方海域のボラ漁場

網を急いで上げてボラ群を獲る．この沿岸にいるボラの集合，移動の状態は山上の魚見の所から見るとボラ

が水面上を飛びながら移動することおよび魚群の居る海面は茶褐色を呈することからはっきりと識別でき，

数百尾のボラ群でもその移動を正確に追うことができる由である．このように漁場附近に現われる魚群の一

つ，一つを正確に認識でき，それを群別に漁獲するボラ敷網漁業は先に述べた漁獲物の性比を正確に知り，

雌各個体の卵巣の成熟状態を観察できることと共に産卵ボラ群の生態調査上からは他の漁業にはない大きな

利点を持っている．
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　ボラ敷網は矩形ないしはそれに近い形をしており，樺島の網は縦帆180m，横約125m，漁船は19隻で，う

ち3隻は動力船であり・他の16隻は無動力船である・動力船3隻は保護船と呼ばれ・ボラ群を網の敷いてあ

る漁場へ誘導する役割を果し・まtc．漁場と港との間の無動力漁船の往復にその曳船となるものである．漁夫

は60名で，この他に山上に立づ魚見役が15名おり、，計75名よゆなっている．

　富江の敷網は皆既125m，横約707Tbの矩形をなし，その大きさは樺島のものよりわ小さいが，その一端の

両側に打廻し網と呼ぶ長さ約220mの藁縄製の荒目網が附いている．漁夫は53名で，うち13名は網を上げる

前まで陸上にいて魚見役を兼ねている．漁船は16隻よりなり，うち13隻は無動力船で，他の3隻は動力船で

あり，この3隻は港と漁場の往復の折に他の無動力漁船の曳船の役も果すものである．樺島および富江の敷

網の操業状態は第2，3図および第1図版に示した．両地での操業方法には多少の違いがあるがそれについ
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第2図　樺島のボラ敷網の操業略図

第3図　富江のボラ敷網の操業略図

　A　錨．AB　操業船・網ロを引き上げる船，無動力船．　B　操業船，網を引き上げる船，無動力船．　D

　ズζ2ブメ超一：じて泌ぎ，ボラ鵜の行副を蒔直し，それを船頭に報ずる役の入．F，ボラ群，矢印は魚群

の進行方向を示す．HB　ボラを敷網の方向へ誘導する船（地元では保護船と呼ぶ）動力船．　N　敷網，網地

は24～30本，8節の綿糸網。NB　網船と呼び，網を引き上げ，それを積む船，無動力船．　T　網を引き上げ

る綱．TB手船と呼び，それぞれに船頭と副船頭が乗っていて操業の総指揮をとる．　UB打廻し網を入れ

る船・無動力船．UN　打廻し網と呼び，ボラ群が敷網に近づいたときにその逸散を防ぐために投入して魚

群を囲む全長約270篇の藁縄製の荒目の網．
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ての詳細はここには述べない．現在，樺島および富江には各1統のボラ敷網が操業している．樺島の漁場は

いずれも距岸ユOOm以内のごく岸沿いの所であり，水深はユ0～20mで底質は岩場であるとされている．また

富江の各漁場は距岸200肌以内の水深8～13mのところにあり，底質は岩場とされている．なお両三におけ

る近年の敷網の漁具，漁法の変遷の有無および変化の詳細については明らかにしていない．

樺島で獲れたボラ成魚群の生態

　樺島の敷網で獲れた成熟ボラの漁獲状況を敷網の経営体である樺島漁協の資料によって1951～1961年の一

年間のものについてまとめてみると第1表に示す通りである．ボラは行動が敏活な魚であるとされている

が，これを原始的な漁法である敷網で獲っているため，樺島の漁業者の話によると「秋の漁期に樺島沿岸に

現われるボラ群のうち敷網の操業できる9ケ所の網代を通る魚群はその一部であり，またうまく敷網の上ま

で魚群が泳いで来ても網の操法が悪くて全群を逃がす場合もあるので，例年漁獲できるボラは樺島沿岸に現

われる全ボラ群の2～3割と考えればまい」とのことであり，これは敷網によるボラの漁獲がなかなか難し

いことを示している．また魚見の多年の経験から魚群の状態を山上から眺めるとその群の大きさ（尾数）は

第1表　樺島におけるボラ成熟魚群の来游，漁獲状況（1951～エ961年）
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大体推定できるとされているので，第1表ではこれを一応そのまま来游推定尾数として示した．また漁場附

近まで泳いで来た魚群数については記録が残ってるものだけを示した．漁獲尾数は漁獲が少い日には正確に

その尾数を数えているが，多い日には漁業者の経験による目算の尾数であり，性別尾数のうち，雌の品数は

先に述べたように開腹して卵巣を取り出した魚の正確な回数であるが，漁獲の多い日の雄の尾数は上記の目

算による漁獲尾数から雌の包丁を差引いた数であるから大体の尾数を示しているに過ぎないが，しかし漁獲

の少い日の士流数は正確な数字を示している．来游推定尾数と漁獲尾数との間の大きな数字の差は魚見の来

游魚群の尾数についての推定の誤り，2つ以上来游した魚群のうちの一部の群だけしか点り得なかったりま

た敷網の操業がうまくゆかずに魚群の一部だけしか獲りえなかったなどの原因が考えられるが，今回の資料

’からわその原因については知ることができなかった．

　漁期　樺島のボラ敷網の漁期はlq月中旬からll月下旬までの約1ケ月間であり，魚群が漁場附近に初めて

現われた日（初繋爪日）と最後に見られた日（来游終日）およびその間の期間（漁期）は第2表に示す通り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である．これによると丁年問のうち
　　　　　　　第2表　樺島のボラ敷網の漁期

轍陣鞠来下司鰍締細 漁期（日）
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で魚群初来二日が最も早かったのは

1963年のIQ月16日，最も遅かったの

は1951年の10月26日であり，一方，

来游終日が最も早く来たのはユ951年

ll月8日，最も遅かったのは195フ年

のll月　25日である．漁期の最も長か

ったのは1957年忌39日聞，最も短か

ったのは1951年の14日間で，平均

25．8日を示している＊．なお漁期の

長短と漁獲の大小との間には目立っ

た関係はなく，1漁期中に1回だけ

でも大群を獲ることができればその

年は豊漁ということになる．

年平均 25．　8

　来游日間隔先にも述べたように，魚見の観察によると例年，漁期になると野母崎町沿岸に成熟ボラが来

游し，しばらくそこに滞留し，その間に互いに集って群を作って沖合へ去って行くという現象の繰返しがあ

るとされているが，この成熟ボラが何処からこの水域へ泳いで来て，また何処の水域へと泳ぎ去るのか不明

であり，またこの沿岸水域で集って群を作るというその前群過程も正確には分っていない．しかし筆者らが

1961年ll月4日の敷網漁獲のボラの消化管内容を調べたところでは，調査5個体はいずれも消化管内は空で

＊樺島のボラ漁業者の話によると「漁期が終っta後でもなおしばらくの間樺島沿岸にはボラ群の束游が

　見られるが，ただその群が小さくかつ動きが早いので敷網を出漁させることはない」とのことである。



7

第3表　樺島のボラ成熟魚群の来序日間隔

来游日
間隔（日）

1
2
3
4
5
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8
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日　数　　間隔（日）
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計

来三
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0
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5

あり，これからみると成熟ボラ群の沿岸への来游，滞

留はそこでの索餌が主因であるとは考えられない．一

つのボラ群が漁場附近に現われて漁獲されるか，ある

いわ漁獲きれずにそのまま沖含に去るかした後に次の

魚群が再び漁場附近に現われるまでの時間の間隔は成

熟ボラが野母崎沿岸に滞留する時間を知る一つの指標

となると考えられるが，これを来游日間隔として示し

てみると第3表のようになり，これによると来游日隠

隔は1～5日が多く，そのうちで6日が最：も多い．

　魚群の大きさ　樺島の漁場附近に現われたボラ群の大きさ（尾数）について先に述べた来游推定丁数によ

ってみると，工日に来恕する魚群の大きさは100～30，00り尾であり，4，000尾以下の魚群が多い．1漁期中の

魚群来游日数は4～エ○日で平均6。5日であり，多い年には3日に1日の割で魚群の来游があることになる．

1漁期の来演平均病数は約30，000尾となっている（第1表）．

　漁獲尾数　1日に2魚群以上の来游があった日には2回以上繰返して敷網を操業しているが，今回の資料

では工日の操業回数が明らかでない。工日の漁獲尾数は32～ユ0，000尾（第1表），1漁期の漁獲尾数は380～一

19，500尾，平均6，887尾となっている．1959年以降において漁獲尾数が急に増えているのはこの水域への魚

群の二野が増えたことにもよるであろうが，それと併せて，終戦後からこの地方で隆盛をきわめたイワシあ

ぐり網漁業がこの頃から急に衰退し始めたために地元漁民がボラ漁業に特に力を入れ始めたという社会経済

的な事情も考慮する必要があると思う。

　漁獲物の性比　敷網で獲れる成熟ボラの中には「からすみ」の原料となる卵巣を取り得る雌魚が少く，雄．

魚が多いということはボラ漁業者のよく知っていることである．第1表によって漁獲物の性比をみると，性

比は日によって違っており，漁獲日43例のうち雌が雄より多かったのは1952年1現14日および1954年ll月23：

日の2例のみであるが，この2例はともに漁期の終り頃に獲れたものであり，かつ漁獲尾数も少い．工1年間、

を通じてみると，雌雄比の平均は20：エ00を示している．

　筆者らはその九州西海域各地にお

ける成熟ボラの調査から，一部のボ

ラはこの水域で10～ll月に産卵して

いると考えているが，上に述べたよ

うな成熟ボラ群の雌雄の数の違いは

その産卵習性と関連があるとも考え

られる　（Breder　l940，　Bromha11

19ro4）．

　漁獲物の魚体　敷網で獲iれた成熟

ボラは雌魚が雄より一廻り大きく，

魚体の大きさの差から一見して雌雄

の判別ができる．また雄魚はすべて

腹部を指先で圧すと生殖ロから白い

精液が流れ出るのでさらに性の判別

が正確にできる．

　196ユ年ll月曇日に漁獲されたボラ

の体長組成を第4図に示したが，こ

れを堀田（1955）の測定結果と比べ

てみると雌雄ともに魚体が小さくな

ー
ー
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第4図　樺島のボラ敷網で獲れた成熟魚の体長組成

A　堀田（1956）｝こよる。

B　l961年ll月4日の漁獲物
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っている．しかし漁業者の話によると「ボラの魚体の大きさは日によって，また同じ日でも群によって違う

」とのことである．同じくll月4日に獲れたボラについての魚体測定結果を第4表に示したが，これによる

と成熟卵巣重量の体重に対する割合は20％前後を示しているのに対して，精液を出す雄の完熟精巣の重さの

第4表　樺島で獲れたボラ成熟魚の測定値（196旧年U月＄日，敷網漁獲物）

魚体番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
且
1
2
1
3
必

体長（an）

5
0
4
4
2
エ
3
1
5
0
4
4
4
1

8
フ
5
4
2
2
0
0
8
5
4
2
0
0

4
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3

体重（s）

2，360

2，240

2，300

1，860

1，630

1，520

1，400

1，500

1，120

　902

　579

　650

　507

　500

性　　別

♀
♀
♀
♀
♀
♀
♀
♀
♀
♂
♂
♂
♂
♂

生殖巣重量　（g）
生殖巣重量

体　　重
×　loo

5
9
4
5
9
5
8
6
8
5
5
0
0
8

3
7
9
2
7
3
3
7
1
9
1
2
2
2

5
4
4
4
3
3
2
3
2

7
4
5
8
3
0
0
1
5
0
6
1
9
6

2
1
1
2
3
2
7
5
9
工
2
3
3
5

2
2
2
2
2
2
1
2
1
1

体重に対する割合はll％以下を示し，卵巣の割合より甚だ小さい．また雄の精巣はいずれも完熟状態であっ

たに拘らずその重さの体重に対する割合は個体差が著しかった＊．

　樺島における成熟ボラ群の動きと気象。の関係　樺島のボラ漁業者の間では古くから「漁期中に野母崎町

沿岸に寄せて来たボラは北風が吹く晴れた日に集って群をなして沖合に向って泳いでゆくのでこれを漁場で

待ち受けて敷網で獲る」と言い伝えられているので，これらの点を検討するためボラ群の動きと気象との関

係を調べてみた．

　ボラ敷網は朝出漁して昼間に操業し，夕刻に帰港することおよび樺島における気象観測が行われていない

ことからここでの気象条件の資料は長崎海洋気象台の長崎市における正午の観測資料を用いた．

　風向と来游日との関係　風向と成熟ボラ二二日との関係を示すと第5表の通りであり，これによると，北

ないし東北よりの風が吹く日に魚群の来游が多く見られ，その中でも北風の吹く日に特に来游が多いことが

分るが，これは上記の漁業者の言い伝えと一致する．

　風力と来游日との関係　風力と来游日との関係を示すと第6表の通りであり，これによると，風速3．4～5．2

m／secの軟風が吹き，海面に白波が立ち始めるような日に特に魚群の来游が多いことが分る．

　天気と来游日との関係　天気と来畠山との関係を示すと第7表の通りであり，魚群の来游日は大部分が快

晴ないしは晴の日であり，雨の日には来游は見られない．

’以上述べた気象と回游日との関係を総合してみると，樺島の漁場附近にボラ成熟魚群の剛強を見るのは，

風速3．4～5．2mの北風が吹き，海上に白波が立ち始める快晴の日に最：も多いことになり，したがってそのよ

うな日に漁獲も多い．しかしこのボラ漁期に当る10～ll月の季節はこの地方では一年のうちで最も晴れた日

が多い季節であり，また冬季の西北季節風の吹き始めの頃に当っていて軟風程度の北よりの風が吹く日が多

＊　樺島の漁業者の話によると「漁期の終り頃に獲れるボラの中には時に一部産卵を終ったと思われる

　　ブヨブヨした卵巣を持った七二が悟ることがある。1960年！1月11日に獲れたボラの中にはこのよう

　　な卵巣を持った雌魚が多かった」とのことである。
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いので，上に述べた気象と魚群来游日との関係についてはさらに検討を要する点があると思う＊一．

第5表樺島における風向とボラ来游日との関係 第6表樺島における風力とボラ来游日との関係

風向前日釧風酬来脚数 些細名　称

N

lNE
NE
ENTE

E

ESE
SE

　　　”

26　il　ssE

5　ji　SW
io　i奄戟@w

；騰
3　・17rmne一

　　　　　計

風速　m／sec　来游日数

1

2

1

7

2

2

0
工
2
3
4
5
6

平　　隠

至軽風

醇
風
風
雨
風

軽
昭
和
疾
雄

，

1
　
g
：
o
，

R’8
gls’

i　i］Vs

l　geg

～。．引

t一一　L7　i

rw　3．3

，”v　5e2

rw　794’

rw　9．8

nh／　12．t4±

2
7
7
8
3
3
0

　
　
1
一
〔
∠
「
［

70
計 70

　潮汐と来游日との関係恰岸魚の動きが潮汐と深い関係を持って

いることは多くの漁業者が経験的に認めていることであるが，樺島

における成熟ボラ群の来三日と潮汐との関係を示すと第8表の通り

である．この表で大潮日としてあるのは新月および満月を申心日と’

したそれぞれの前後3日間を示し，小潮日とは上弦および下弦を中

心日としたそれぞれの前後3日聞を示している．この大潮日の計6

日と小潮日の計6日を除いた日をその他として示した．このその他

の日の中で大潮から小潮への移りがけ，すなはち潮がしだいに小さ

くなりかけている時に当る日を大潮→小潮で示し，その逆を小潮→

大潮で示した．この表からみると，潮汐とボラ来游との間には特に

目立った関係は認められないようである．

第8表樺島における潮汐とボラ来忌日との関係

第7表　樺島における天気と

　　　　　ボラ来游日との関係

天気1来演畷
決

う
た

　　晴

晴

す　曇

か　曇

曇

もや，

雨

3
3
2
4
4
2
0

∩
∠
1

剥
剛

潮　　　　　汐

48

来游日数 窩江で獲れたボラ成熟魚群の生態

大潮日

小潮日

その他

｛
r
一
ぐ
一
し
｛

｝
　

｝
　

－
｝
」

8
5
　
4
8つ
」
∩
42
2

国
謬

大
小

↓
↓

月
月
　
弦
弦
「
潮
潮

新
里
上
下
小
汁

13

ユ2

45

計 70

　富江の敷網で獲れた成熟ボラの漁獲状況を敷網

の経営者である富江町在住の馬場清明氏の資料に

よって19δ4～196工年の8年間のものについてまと

めてみると第9表に示す通りである。この表の中

で来游推定尾数およびその他の項目は先に樺島の

ところで説明した通りであるが，富江の場合には

回游魚羽数および漁獲魚群数については樺島のも

のよりわ詳しい資料が取ってあった．

　漁期　富江における漁期は第10表に示す通りであるが，この表に示した漁期は樺島の場合に魚群来游初，

終日で示したのに対し初，終漁日で示されている．富江の漁期はIO月下旬に始まり1珊上旬に終る年が多

＊　気象条雌，特に風向，風力がどのようにして具体的に魚群の動きに対して影響を与えるかについては

　　殆んど分っていないが，この両者間に深い関係があることは各地の定置魚業者がその多年の経験から

　　等しく認めているこ．とである。瓦州西海域における他の．工例についてみると，例年，初秋の9～！Q月

　　に長崎県平戸島の北方および五島列島有川湾でトビウオ未成魚（ホソトビの当才魚を主とし，他の

　　トビウオ類の二才魚も回る）を二っているトビウオ敷網業者の間では「軟風程度の北風が吹き梅面

　　に白波が立ち始めるような下れた日にはトビウオが沿皐で群を作るので漁がある」と言われている

　　が，これは上記のボラ来游と気象との関係に見られたようなことである。
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く，樺島のそれと比べて醐輝く始まり，早く終る傾向がある．漁卿平均はエ4、5日で1鵜の25．8日よ

りはるかに短い．

魚群の大きさ来游推定尾数からみると1魚i群の大きさは10Q～ラ，ooo尾であり，2，000尾以下の魚群が多

　　　　　　　第9表富江におけるボラ成熟魚群の来游，漁獲状況（1954～196工年）

年次騰平岡懸游雛三十齪数等服警■♀・♂醗三番嚢騰．
1954

’55

’56

’57

’68

ノ59

ノ60

’61

Oct．　20

　　　25
　　　29

計

Oct．　15

　　　19

　　　25
　　　27

Nov．　8

計

Oct．

Nov．
0
8
3

2
2
計

Oct．　24

　　　25

計

Oct．

Nov．

4
ワ
逃
1

．
〔
∠
2

計

Oct．

Nov．
5
0
6

（
∠
Q
u

6，500

3，000

　350

9，850

1，0’
nO

6，000

1，000

1，600

　100

8，700

　800

2，800

　80

3，680

7，000

4，500

11，500

　800

ユ，000

4，500

、
⊥
3
26

「
⊥
「
⊥
「
⊥
2
1
占
6

1
2
「
⊥
4

1
（
∠

3

2
「
⊥
36，300　1　6

　900

4，200

　150

計15・25・

Oct．

Nov．

3
4
「
⊥
7
4

ハ
∠
∩
∠

計

Oct．

Nov．
1
0
9

2
り
Q

計

8年間合計

年平　均

4，220

　300

1，800

　520

6，840

5，000

8，000

1，000

14，000

1
3
、
⊥
5

－
山
－
山
1
「
⊥

4

1
2
「
⊥
4

66，120　1・　38

8，265　1　4．　8

1
2
2
5

1
「
⊥
l
l
1
6

「
⊥
l
13

1
12
、
⊥
「
⊥
1

3

「
⊥
（
∠
「
⊥

4

4

1
0
「
⊥
2

28

3．5

　680

1，300

　160

2，130

168

93

164

400

60

885

48

150

42

240

1，658

　665

2，313

209

22D

812

1，24工

　450

1，800

　89
2，339　’

2，665

　118

　64
　258

3，106

443

　0

285

728

13，225

1，653

　680

1，300

　150

2，130

∩
）
∩
）
0

只
）
0
0

6
9
2
1，760

168

93　［

164

400

60

885

48

150

42

240

1，342

　545

1，878

183

200

568

961

　350

1，000

　61

1，41工

1，555

　22
　46
　262

1，885

267

　0

245

502

9，891

1，236

236

147

286

800

40

1，509

52

150

38

240

1，658

　655

2，313

209

220

812

1，24工

　450

1，800

　89

2，339

2，665

　118

　64
　268

3，106

443

　0

285

728

13，226

1，653

105

143

75

122

71

62

57

50

150

59

52

150

38

240

IOO

IOO

100

訓

3 3

51　5

3

82

7
「
⊥
∩
）
8
9
7
77

8
6
9

7
R
）
戸
b
60

58

19

72

LOI

6工

Q
u
（
b
5
8
69

IOO　i　2

IOO

IOO

IOO

IOO

IOO

3

3

4

3

3

フ5

2

IOO

3

3

4

2

26　1　2s

3．3　　3．工
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第10表　富江のボラ敷網φ漁期

年列初漁Ell 終漁日1漁期（日）

1954

／55

t66

／57

’58

’69

’60

’61

Oct．

Oct．

Oct．

Oct．

Oct．

Oct．

Oct．

Oct．

0
5
0
4
4
5
3
1

2
1
2
2
2
2
2
2

Oct’．

，Nov．

Nov．

Oct．

Nov．

Nov．

Nov．

Nov．

9
8
．
3
5
1
6
フ
9

2
　
　
　
2

4
6
6
2
0
4
フ
ー

　
　
　
　
l
1
1
2

1
2
「
⊥

年平銀 14．5

　来春日間隔　富江におけるボラ成熟魚群の

来陶製間隔を示すと第ll表の通りである．魚

群来游日と次の来游日との間隔は6日前後が

多く，樺島の場合とほぼ同じ傾向を示してい

る．

い．1漁期中の魚群来三日i数は2～5日，，平

均3．3日であり，樺島の平均4．8日より少く，

また漁獲i日数は2～5日，平均3．1日で樺島

の平均3．9日より少いが，漁獲日の野州日に対

する割合は富江の方が高く，富江では来游魚

群の大半を漁獲していることになっている．

この点については富江の方が来游魚群の行動

および漁場の性状が樺島よりは敷網漁業に適

していること漁具の性能がより優れているこ

となどの要因が考えられる。しかし管粥魚群

の大きさおよび数からみたところでは樺島の

方が富江より優れたボラ漁場であると判定で

きる．

第11表　富江のボラ成熟魚群の来三日間隔

来游日
間隔（日）

来　　短
日　　数

　漁獲留学および漁獲物の性比　工日の漁獲

尾数は48～2，665尾で，これを来確信定尾数

と比べてみると，来嚇した魚群の一部だけし

か獲っていない場合が多いことが分る。1漁

期の漁獲尾数は240～3，105尾，平均1，653尾

で，樺島の平均6，887尾よりはるかに少い．

　焼杉；期の漁獲物の雌雄比は59～122：100，

平均75：100となっており，

「
⊥
2
3
4
5
6
7

8

2
1
1
2
2
3
「
⊥

2

竪樋日
間隔（日）

9
0
「
⊥
2
3
4
凸
5

　
「
占
「
⊥
『
⊥
工
『
⊥
1

計

来　　游
日　　数

2
0
「
⊥
O
1
0
0

18

　　　　　　　　　　　　これを樺島の平均雌雄比20：100と比べると雌の割合がはるかに高くなっている．

この両地方での性比の著しい違いがボラの成熟あるいわ産卵といかなる関係を持っているかについては今後

の研究にまたねばならない＊．なお漁獲日26例のうち雌が雄より多かった日は5例を数えている（第9表）．

　富江で獲れた成熟ボラについてはその魚体調査を行う機会にまだ恵まれていない．

　富江における成熟ボラ群の動きと気象との関係　富江においても樺島におけると同様に，漁業者の間では

古くから「漁期中に富江沿岸に来游した成熟ボラは北よりの風が吹く晴れた日に群をつくって定つた魚道を

通って沖合へと出て行く」との言い伝えがあるので，ここでもその点について検討してみた．ここで用いた

気象条件に関する資料は富江測侯所（現在は福江市へ移転）の正午の観測資料である．なお富江の場合には

ボラの党首六師（第9表）が分っているので先の樺島の場合の来游日（第5，6，7表）の代りにここでは来

游二二を用いて魚群来游と気象との関係を検討してみた．

　風向，風力と魚群来游との関係　富江におけるボラ成熟魚群の来游と風向との関係を示すと第12表の通り

であり，これによると北ないしわ東北の風が吹く日に大部分の魚群の来游をみている．樺島の場合には北風

の吹く日に特に来游が多いことは先に述べたが（第5表），両地方におけるこの差は富江ではその東側に海が

開けており，樺島ではその西側に海が開けているという地形的な差の現われと考えられ（第1図），野地とも

冷い北よりの風の吹く日にボラが沿岸から沖合へ出てゆく傾向は共通していると思う．風力と魚群来游との

関係は第13表に示したが，これによると，軽風ないし和風の風が吹く日に来旨が多いことが分るが，その中

でも軟風（風力3．4～5．2m／sec）の風が吹き，海面に白波が立つ日に特に来游が多いことが示されており，

樺島の場合と同じ傾向を示している．

ee　長崎市在住の「からすみ」製造業者高野英二氏の話によると「一般に富江産のボラの卵巣は樺島産

　　のそれと比べて卵巣卵の粒がより大きく，また卵巣にはより油が多い」とのことである．



西日本水域における成熟ボラ群の生態を明 らかにするため,沿 岸各地で行われている各種のボラ漁業の調

査を進めているが,こ こではその第一歩 として九州西岸の長崎県野母崎町樺島および同県五島列島富江町で

古 くから行われている秋季の成熟ボラ群を狸る敷網漁業について調査 し,そ の結果から両地沿岸に来游する

成熟ボラ群の生態について比較検討した.今 回用いたボラ漁業の資料は樺島のものは1951～1961年 の11年 間,



富江のものは1954～1961年 の8年 間のものである.

秋 季に成熟ボラが来游し,漁 獲されるのは両地ともに10月 中旬から11月下旬までの約1ケ 月間であり,漁

期の年平均は樺島で25.8日,富 江で14.5日 であり,前 者の方が長い.ボ ラ敷網漁業では漁期になると山上高

所に魚見役十余人が立 って魚群の行動を監視 し,ボ ラ群の一つ一つを群別に漁獲 し,漁 獲物の雌魚は 「か ら

すみ」原料 となる卵巣をとるため全部開腹処理するので性比,卵 巣熟度を知 り得るなどという生態調査上の

多くの利点を持っているが,漁 業者の記録によると,1漁 期中の魚群来游 日の平均は樺島で6.4日,富 江で

3．3日,来 游推定尾数は樺島で平均約30,000尾,富 江で8,000尾 で ありまた,漁 獲尾数の平均は樺島で6,887尾

富江で1,653尾 で あり,こ れ らの諸点からみると樺島の方がより優れたボラ漁場であることが分る.

漁期中における魚群の来游日間隔は両地 ともに5日 前後の例が多いが,こ れは成熟ボラが両地の沿岸に滞

留する時間を知るための一指標となる。

敷網で獲れる成熟ボラは雌が雄より少ないことが知 られているが,雌 雄比の平均は樺島 で20:100,富江 で

75:1OOで あり,両 地で著 しく違 っているがその原因については分っていない.

樺島における1961年ll月4日 の漁獲物についてみると,雌 の体長は430～550mm,雄 は310～410mmで,雌 の

方が雄よ りは大きく,この大きさの差によって雌雄がよういに判別できる.雄はすべて腹を圧すと精液を出し

たが雌魚で完熟卵巣を持った個体はいなかった.雌 の成熟卵巣の重量は体重の20%を 占めて大きいが,雄 の

完熟精巣の重量は10%以 下であり,し かもこの値は個体差が著 しかった.富 江の漁獲物の魚体調査は行 って

いない.

樺島,富 江ともに北ないしわ東北の軟風(風 速3.4～5.2m/sec)が 吹 き,海 面に白波が立つ快晴の日に特

にボラ群の来游が多いことが分ったが,こ れは両地のボラ漁業者の間で古 くか ら言い伝えられていることと

一致する.漁 期中における潮汐と魚群来游との関係を調べてみたが両地共に目立 った関係を見出し得なかっ

た.な お富江におけるボラ群来游時季の水温は17.1～20.6℃ で あった.
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第1図：樺島亀岩漁場で操業中のボラ敷網．網を下しているところ．

第2図：同上．海底に網を下し終って右方から来る魚群を待っているところ．

　　　1961年11月4日，山上の魚見のいる場所から撮影．



PLATE 皿

第1図：ボラの成熟雌魚、とその卵巣．1960年ll．月15日撮影．

第2図：四斗樽に塩漬したボラ成熟卵巣（カラスミ原料）．1960年10，月22日樺島漁協で撮影。


